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要

目 的 :ア デノウイルス 7型 (Ad 7)結膜炎と 11型
(Ad ll)結膜炎の遺伝子型を調べ,疫学的動向を検討す

る。

対象と方法 :Ad7結膜炎 12株 とその対照に Ad 7肺
炎 1株,Ad ll結膜炎 17株 とその対照に Ad ll膀脱炎

3株 を用い,Ad7は 11種類の,Ad llは 7種類の,6お
よび 7塩基対認識制限酵素によりgenome typeを ,4お
よび 5塩 基対認識制限酵素 Tα9 1,Iれ fIで Subge‐

nome typeを 検討した。

結 果 :Ad7は ,13株 すべて同一の genome type,
subgenome typeで

｀
あつた。Adllは 6種 類の genome

typeに分けられ,Adll pが 最も多い 15株 であった。
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Adll pの subgenome typeで は3種類の型がみられた

にもかかわらず,prototypeと 同一のものはなかった。

結 論 :Ad7は安定性が高く,今後も流行する可能性
があると思われた。これに対 し,Adllは ただ 1つの型
が流行していることはなく,1990年代前半には大流行を

起こしていないことが推定 された。(日 眼会誌 103:

790-799,1999)
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Abstract
Purpose: To study the epidemiology of adenovi-

rus type 7 (Ad 7l conjunctivitis and adenovirus type
ll (Ad ll) conjunctivitis by determining genome

types and subgenome types.

Materials and Methods : For Ad 7 I used twelve
strains from patients with acute viral conjunctivitis
and one strain from a patient with pneumonia. For
Ad ll I used seventeen strains from patients with
acute viral conjunctivitis and three .strains from pa-

tients with cystitis. For Ad 7 genome typing, I used

eleven DNA restriction endonucleases (REs) recog-

nizing 6-o1 7-base pair sequences and for Ad ll
genome typing, I used seven. For Ad7 and for Ad ll
subgenome typing, I u.sed Taq I and Hinf I which
recognize 4-or 5-base pair sequences.

Results: The thirteen Ad 7 strains all belonged to
the .same genome type and subgenome type. Ad ll
strains showed six genome types. Ad ll p was the

most frequent strain. Fifteen Ad ll p strains showed

three subgenome types, but none of them was the

same as the prototype.

Conclusion: Ad 7 seems quite stable and the Ad

7 epidemic may recur again. On the other hand Ad

ll showed several different types. Ad ll was prob-

ably not epidemic in the first half of the 1990's.

(J Jpn Ophthalmol Soc 103: 790 799, 1999)

Key words: Adenovirus type 7, Adnovirus type 11,

Yiral conjunctivitis, Genome type, Sub-
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I緒  言

B亜群に属するヒトアデノウイルス(Ad)の うち,Ad

3,7,11型は結膜炎を起こすことが知られている.こ のう

ち,Bl群 に属する Ad3,7は結膜炎以外に上気道炎,肺

炎を,ま た,B2群 に属する Ad llは膀眈炎,腎炎などを

発症する。我が国では最近 10年 間で 3型が最も分離頻度

の高い Adで ある。.一方,Ad7と Ad llは ,1950年 代後

半には流行性角結膜炎 (EKC)や 咽頭結膜熱(PCF)を 発

症する型として注目されたが
2)3),本
邦ではここ 10数年
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は分離される数はあまり多 くはなかった。しかし,1995

年からはAd7が急激に高頻度に分離されるようにな
り,再興感染症として注目を集めている

4)。

また,Ad llは

1980年代には東南アジア地区で結膜炎の大流行を起こ

した報告
5)が
ある.

近年,分子生物学的な手法を用いた遺伝子レベルの解

析で,genome typeの 違いによる疫学的解析が行われる

ようになった.Ad7で は,Wadellら いが 6塩基対認識制
限酵素による切断像の違いで,Ad7p,7a～7fの ge―

nome typeに 分類し,欧州,米国,オ ーストラリアでは繰

り返しAd7bの 流行がみられ,中国ではAd7dの 流行
がみられること,切断像を比較しその同一切断端の数の

割合からAd7bと Ad7dが近縁の型であることととも
に,日 本で分離された 1969～ 1979年 の間の 3株 はAd7
pであったと報告6,7)し てぃる。1995年 以降の日本での

Ad7流行株はWadenら 6)の分類ではAd7dであるが ,
Bs′ EΠ による切断像が従来報告されている Ad7dと
は異なることが報告

1)3)さ
れている.この型はイスラエル

で分離された株の genOme typeと 同一の可能性があ

る9'。 また,南米での流行株 として報告があるAd7hl。 )

が,1996年に愛知県で分離されているH)。 しかし,こ れら

の報告の株はほとんどが咽頭分泌物からの分離株で,結

膜擦過物からは 100例以上ある分離のうち,数例
4)12)し

かない。海外でもPCFの原因ウイルスと認識されている
にもかかわらず,Ad7の報告はほとんどみられない.
一方,Ad llは Guoら 13)が 6塩基対認識制限酵素によ

る切断像の違いで,Ad ll p,1l a～ 1l dの 5種類の ge―

nome typeに 分類している。国内でも結膜擦過物からの

分離,genome typeの 報告がいくつかあり,Ad ll pに 相

応する型が最も多いが,多種類の型が報告
14)¬ ("さ れてい

る。

そこで今回の報告では,再流行した 1995年以降のAd
7結膜炎の結膜擦過物からの分離株の genome type,お

よび未だ我が国ではそれほどの流行はみられないAd ll

結膜炎からの結膜擦過物の分離株の genOme typeを 疫

学的に検討し,臨床症状とも比較した。また,Ad3に おい

てItakuraら 17)ゃ shia。 ら18)は genome typeだ けで な

く,4塩基塩基対および 5塩基対認識制限酵素による切

断像の違いを検討することにより,同一 genome typeを

さらに分類することができ(そ れをsubgenome typeと

呼んでいる),そ の genOme typeの 安定性が推測できる

ことを報告している。そこで今回,同一の genome type

を示 した株については subgenOme typeも 調べ検討し

た。

II方  法

1.対  象
1995～ 1996年 に北海道およびび神奈川県で発生した

急性結膜炎症例で,採取された結膜擦過物から中和法に
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より血清型が Ad7と 判明した12例 ,12株 を対象とし

た。一方,現在我が国で流行中のAd7の 株は,肺炎患者

の咽頭分泌物から分離された株を広島市衛生研究所から

分与され,用いた(以下,Ad7広島株)。 また,Ad7pは Amer―

ican Tissue Culture Center(ATCC)か ら購入 して対照

とした。12例のうち,10例 については臨床症状が判明し

ており,表 1に示した。結膜所見はその程度により0～ 3

+ま で 4段階に分類 し,0は なし,1+は軽度,2+は 中程

度,3+は 高度とした。小出血は出血の有無のみを調べた.

結膜炎の程度は 1+～3+ま でスコアをとり,基準は1+

は下眼瞼結膜に急性濾胞性結膜炎所見が陽性,2+は円蓋

部に所見が陽性,3+は上限瞼結膜に所見が陽性のものと

した。臨床診断名は初診医の記載によった。

Ad llに ついては,1990～ 1994年 に主に北海道,神奈

川県で発生した急性結膜炎の症例で,採取された結膜擦

過物から中和法で血清型が Ad llと 判明した 17株 と,

急性出血性膀脱炎で採取された尿中から血清型が Ad ll

と判明した症例 3株 を対象とした。Ad ll pは ATCCか

ら購入した。結膜炎の 17例のうち,8例 については臨床

症状が判明しており,表 2に示した。判定の基準はAd7
の症例と同様である。

2.ウ イルスDNAの抽出
ウイルスをHep-2細胞に接種して 2～ 4日 間培養し,

ほぼ完全に細胞変性効果 (CPE)が生じた時点で感染細胞

を集めた.その後,品川法
19)変
法でDNA抽出をした。

3。 制限酵素処理と電気泳動

Ad7に対しては6塩基対,7塩基対認識制限酵素であ

る BαれHI,BcZ I,Bgι I,BgJ II,3sι E II,Ecο R I,″れα

III,″ραI,sれαI,xbα I,XんοIを使用し,Ad llに対して

はBα
“
HI,By II,Bs′ E II,″ιれd III,Psι I,Sα c I,S″ ά

Iを 使用し,genome typeを 検討した.さ らに,優勢な型

の株に対し,5塩基対認識制限酵素の″れfIを ,そ して 4

塩基対認識制限酵素の Tα9 1を用いて subgenome type

を検討した。それぞれの制限酵素に対する反応緩衝液 (宝

酒造)は ,添付文書の至適のものを使用した。これらの制

限酵素をウイルス DNA lμgに 1単位加え,各酵素の至

適温度で 4時間以上反応させ,DNAを 消化した。

6塩基対,7塩基対認識制限酵素で消化したDNAは ,

1。 2%の アガロースゲルを用いて,120Vの定電圧で 3時

間,室温で電気泳動を行い,lμノmlの ethidium bromide

で 15分間染色した.5塩基対,4塩基対認識制限酵素で消

化 した DNAは ,5%のポリアクリルアミドグルを用いて

100Vの定電圧で,4時 間室温で電気泳動し,l μg/mlの

ethidium bromideで 5分間染色した.

電気泳動で得られた DNAの 切断像は,紫外線照射下

で観察し,写真撮影を行った。

III 結  果
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Ad7の genOme type,subgenOme typeの 結果を表 3
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表 3 アデノウイルス 7型の genome t,peと subgenome type

分離株番号   臨床診断名  分離地域  分離年月日  genome type  subgenome type

793

V12729

Ad7

95-5385

95-5504

95-5505

96-5642

96-5795

96-5166

96-5167

96-5288

96-5648

96-5686

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

神奈川

北海道

1995

1995

1996

6.23

89

12 18

Zく明

29
3 27

61
64
7 22

11 26

124

Ad7d

,へ d7d

Ad7d

Ad7d

Ad7d

Ad7d

Ad7d

Ad7d

Ad7d

Ad7d

Ad7d

Ad7d

Ad7dHlTl

Ad7dHlTl

Ad7dHlTl

Ad7dHITl

Ad7dHlTl

Ad7dHlTl

Ad7dHlTl

Ad7dHlTl

Ad7dHlTl

Ad7dHlTl

Ad7dHlTl

Ad7dHlTl

1      2      3      4  1ヽ1142 M3 5  6  Ml M2 143 7      8 Ml M2 M3bp

23130

9417
6567

4361

2322

に示した。Ad7は 12株すべてが同じ切断像であった。こ

れらは,Bsι E II以外では報告されている Ad7dと 同じ
切断像であったが,Bsι E IIの 切断像は従来の Ad7dと

異なり,お よそ 4,300 bpと 4,000 bpの 切断片が消失 し

bp

23130

9417
6567

4361

2322

bp

23130

9417
6567

4361

2322

925 925 925

1:Bα ,,τH1 2:S,ηα1 3:Eι οR1 4■χLο I
5:I:ι

`1 6:乃
α1 7:二r,'2dIⅡ  8:″ンαI

Ml:lkb DNA Ladder M2:λ ―EοοT141 Ⅳ13:λ―FrじπdIΠ

図 l Adenovirus type 7(Ad 7)の Bα
“
HI.Sれα I,Ecο R I,XLO I,3cJ I,Xbα I,IIれα ⅡI,コpα Iに よ

る電気泳動写真 .

Ml:M2:M3:分 子量マーカー,1～8:Ad7臨 床分離株 (分離株番号 V12729)

M P bp Ⅳ1  3  4  MI

bp
M P 2

23130

9417
6567

5090 5090 5090
4361

2322

1018 1018 1018

1:βノ 1 2:Bメ I1 3.4:Bsι E Ⅱ

Mi:lkb DNA Ladder M:λ ―IIind III

図 2 Ad7の BgJ I,Bgι II.Bs,E IIに よる電気泳動写真 .
M:M':分子量マーカー,P:Ad7の prototype,1～ 3:Ad7臨床分離株 (分離株番号 V12729)

て 9,000 bp付 近に新たな切断片を獲得していた.こ れら

は現在我が国で流行している Ad7と 同様の切断像を示
した (図 1～ 3)。 Subgenome typeで も12株は Ad7(広島

株)と 同じ切断像(HlTl)で ,いずれもprototypeの 切
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図 3 Ad7の 6塩基対,7塩基対を認識する酵素による切断像の模式図.
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図4 Ad7のIれfI,rα9 1による切断の電気泳動写真.
Mi分子量マーカー(100ベ ースラダー),p:proto―
type.″れfIの 1:Ad7dH l(呼吸器疾患患者の咽頭

分泌物から分離された株),2:Ad 7dH l(分 離株番号

V12729)

Tα9 1の 1:Ad lldT l(呼吸器疾患患者の咽頭分泌物

から分離された株),2:Ad 7dTl(分 離株番号V12729)

断像 (HpTp)と は大きく異なっていた(図 4,5).

一方,Ad llの genome typeは 表 4に示したとお りで

ある。今回の結膜炎由来 17株のうち,prototypeと 同じ

切断像を示 した Ad ll pは 12株 ,Ad ll dは 3株 ,Bαれ―

HI,″れd IIIで はAd ll dと 同一であったが,SれαIで

は新しい切断像を示したAd ll eが 1株 ,〃れd III,Sれα

Iで はAd ll pと 同じ切断像であったが,BαaH Iで は

新しい切断像を示 した Ad llfが 1株であった。これに

対し,出血性膀脱炎の 3株はAd ll pの 切断像と同じ型

であった。さらに,BgJ II,Bsι E II,Ps′ I,Sα c Iで消化し

た切断像では,BsιE II,S“ Iは 20株すべて prototype

と同じ切断像であった。Bg′ IIでは 2種類の切断像を示

し,Ad ll dの 3株は同一の切断像を示し,それ以外の 17

株はもう1つ の切断像を示した.Psι Iでは4種類の切断

像が得られ,そのうちAdll dは 2種類の切断像に別れ,

図5 HれfI,■αα Iによる切断像の模式図.
Hinf Iの P:Ad7 pHp(prototype),

1:Ad7dH l
Tag Iの P:Ad7 pHp(prototype),

1:Ad7d′ I｀ 1

それを便宜上 Adlld l,Ad ll d2と した。Adll dlが

1株,Adll d2が 2株であった。Ad lleに 当たる 1例 も

異なった切断像を示 したが,残 り16株は同一の切断像で

あった (図 6～ 9).分離年月日,地域を表 4に示したが,い

ずれもAd ll pが 最 も多かった。Ad ll pの 結膜炎の 12

株 と出血性膀脱 炎 の 3株 の合計 15株 の subgenome

type結 果を表 4,図 10,11に 示 した。〃れfIで は 2種類

の切断像が得られ,prototypeと 同じ切断像のものをHp

とし,残 りを Hlと した。雲α91での切断では 3種類の切

断像が得られ,Tl,T2,T3と したが,prototypeと 同 じ

切断像 (Tp)を 示 したものはなかった。結膜炎の 12株の

うち,Adll pHpT lは 11株 で,Adll pHpT 2は 1株 で

あった。出血性膀脱炎の 3株のうち,AdllpH l T 2は 2

株,Adll HpT 3は 1株であった.
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表 4 アデノウイルス11型の genOme typeと subgenome type

分離株番号  臨床診断名  分離地域  分離年月日  genome type  subgenome type
北海道

795

90-78

90-340

91-191

91-465

92-174

92-578

93-847

94-163

94-682

94-685
「
I｀c19872

Tc21220
′
rc20764

Tc20847

P-008

P-060

P-061

Tc-24184

Tc-24235

Tc-24753

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

結膜炎

出血性膀脱炎

出血性膀脱炎

出血性膀脱炎

Adllp

Adllp

Adllp

Adllp

Adllp

Adlldl

Adlle

Adlld2

Adllp

Adllp

Adlld2

Adllp

Adllp

Adllp

Adllf

Adllp

Adllp

Adllp

Adllp

Adllp

AdllpHpTl

AdllpHpTl

AdllpHpTl
AdllpHpTl

AdllpHpTl

AdllpHpTl

AdllpHpTl

AdllpHpTl

AdllpHpT2

AdllpHpTl

AdllpHpTl

AdllpHpTl

AdllpIIPT3

AdllpTIT2

AdllpTlT2

1990

1991

1992

1993

1994

1992

1992

不明

4/28

10/2

4/18

8/29

2/27

8/27

11/12

3/10

11/10

11/10

6/7

12/8

9/28

10/12

神奈川

熊本

不明

不明 1994

1994

1994
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図 6 Adllの BαれHI,Iれ d III,SれαIに よる切断の電気泳動写真 .
M:分子量マーカー(1キ ロベースラダー),1:Ad ll p(分離株番号 Tc 21220),2:Ad ll d(分離株番号 92-
578),3:Ad lle(分離株番号 93-847),4:Ad llf(分 離株番号 P-008)
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図7 Adllの ニノ Ⅱ,Bs′EⅡ による切断の電気泳動写真.
M:分子量マーカー(1キ ロベースラダー),1:Ad ll p(分離株番号 Tc 21220),2:Ad ll d(分 離株番号 92-
578),3:Ad ll e(分離株番号 93-847),4:Ad llf(分 離株番号 P-008)
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図 8 Adllの Psι I,Sα c Iに よる切断の電気泳動写真 .
M:分子量マーカー(1キ ロベースラダー),1:Ad llp(分 離株番号 Tc 21220),2:Ad lldl(分離株番号 92-
578),3:Ad lle(分離株番号 93-847),4:Ad llf(分 離株番号 P‐ 008),5:Ad ll d2(分 離株番号 94-163)
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図 9 Adllの 6塩基を認識する酵素による切断像の模式図 .
p,d,e,f,dl,d2は それぞれ Ad llp,Ad ll d,Ad lle,Ad ll dl,Ad lld2の 切断像のパターンを示す

′′を,fI πα9 1 IV 考  按
Ⅳl p 1 2 bp

2072
1500

700

図 10 Adllの Iれ fI,rαα Iに よる切断の電気泳動
写真 .

M:分子量 マーカー(100ベ ー スラダー),p:proto―
type,πれfIの 1:Ad ll pHp(分 離株番号 Tc 24235),

2:Ad llpH l(分 離株番号 92-174)Tα 9 1の 1:Ad ll

pT 3(分離株番号 Tc 24184),2:Ad llpT 2(分 離株番

号 92-174),3:Ad llpT l(分 離株番号 Tc 24235)

M p 1 2 3

Ad7の遺伝子型については,Wadellら いが Bα
“
HI,

SれαIの 2種類の制限酵素を用いて genOme typeを 分

類したものを基にして,現在世界各地から 10数種類の遺

伝子型が報告
6)7,9)10)さ れている。今回の報告では,Wadell

らが用いた2種類の制限酵素を含む 11種類の制限酵素

で genOme typeを 調べた。その結果,12株すべてが同じ

切断像を示し,それは Bα
“
HI,SれαIに よりAd7dと

分類されるが,3s′EⅡ では従来の Ad7dと 異なる切断

像であり,1995年 以降我が国で流行しており,各地で報

告されているAd7の genome typeと 同一であることが

示された。今回の結膜炎の患者から分離された 12株がす

べて同一の genome typeであつたので,さ らに,差異が

あるかどうかを詳しく検討するため,Ad7(広島株)を対

照としsubgenome typeを 調べたが,その結果も同一の

切断像を示した。これは,今回のAd7の流行において呼

吸器疾患を起こす株と結膜炎を起こす株が同一で,症状

の違いはウイルス側の要因ではなく,宿主側の要因か感
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Taq l

p 1       2      3

‐_ノ ト_か _/

I,″れd III,S“αIの 3種類の酵素を用い分類したもの

を基にした.今回の 20株のうち,Ad ll pが 15株 と優勢

な型であった.Ad ll型 の genome typeに ついては,青

木ら
1●が結膜炎の患者から分離された 1983～ 1986年の

札幌の症例 6株 ,マニラの症例 3株 ,メ ルボルンの症例 1

株について報告したのを始めとして,他に我が国の症例

でいくつかの報告
15"“があり,すべて Ad ll pが 同定さ

れている。すなわち,使用している制限酵素は多少異なる

が,広島市の分離株の報告
15)で は結膜炎症例 9株のうち

6株が Ad ll pで あり,出血性膀眺炎の症例 2株 もとも

に Adll pで あ り,鳥 取県の報告 16)で も7株 中 6株 が

Adll pであった。

そこで,Ad ll pを 示した結膜炎由来の 12株 ,出血性

膀脱炎由来の 3株の subgenome typeに ついて調べたと

ころ,prototypeと 同じ切断像の Ad ll pHpTpは 1株 も

なかった.す なわち,Ad llは 1990～ 1994年 において,

prototypeで はないがそれに極めて近い型の株が検出さ

れていることが示された。そして,その検出された地域 ,

年度には偏 りはみ られなかった。以上か ら,Ad llは

genome type.で はAd ll pを 示 し,subgenome type｀で

のみ異なる型であることが判明する分離株が最も多く検

出され,Ad7な どに比べ未だprotOtypeに 近い変異の距

離の少ない型であることが判明した.Ad ll感染症では

過去 10年間に500例近い株が分離されているものの,大

″わfi

p     l

2072
1500

~  2072
1500

染の経路の差による可能性があることを推定していると

考えられる。それは,現在の流行株のヘキソン超可変領域

の遺伝子解析で,結膜由来と咽頭由来株の核酸とアミノ

酸のホモロジーが 99.6～ 100%であつたという報告勁と

一致する。しかし,従来の Ad7dと 現在流行中のAd7
の全アミノ酸の塩基配列の検討により,両者の違いが 4

か所みつかったという報告
8)がある。

Subgenome typeに ついては,Ad7と 同じBl群に属
する Ad3に ついて,Ad3gの 流行時には subgenome
typeも 1種類の型の流行に対し,Ad3fは流行時にも2

種類の subgenOme typeが みられ
r),経
年による変化も

大きく,Ad3fが比較的不安定な型であるとの報告 r)が

ある。以上から,subgenome typeで もすべて同一である

今回の Ad7流行株が比較的安定した型であり,今後も
流行が続 くか,も しくは一度消退しても再び出現する可

能性があると考えられる.こ れは,ウ イルス側の要因だけ

でなく,Ad7の抗体価の保有状況の低さからも十分考え

られる21)。 そして,結膜炎を起こした株の genome type

が肺炎の株と同一の可能性があるということは,結膜炎

患者の眼局所からの飛沫感染で重篤な呼吸器疾患を惹き

起こす可能性もあるということになる。院内感染を考え

ても,Ad7結膜炎の今後の流行には注意する必要があ
る.

Ad llの genome typeに ついては,Guoら
13)が
BαれH
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流行を起こした報告がサーベイランス上はなく,今回の

成績はそれを裏付ける結果になった.ま た,今回の結果で

も以前の報告
13)ヽ loと
同様に,多種類の genome typeが

同時期に検出されている.Shiaoら
18)は Ad3の subge―

nome typeに ついてではあるが,非流行時に多数の型が

出現していると報告
19)している。この報告からも,1990～

1994年には Ad llの 大流行がなかったことを裏付けて

いるといえる.さ らに,大流行が起きていない主な理由の

一つとして,我が国に土着している Ad llは Ad llpで

あることが考えられる。他の Ad結膜炎の流行で,流行株
からprototypeは ほとんど検出されていない。今後の

Ad llの 流行については,海外か ら異なった genome

typeが入ってくる可能性を考えると不確定であるが,

Ad llは Ad7ほ ど抗体の保有率が低くはなく,海外で繰
り返し流行しているという報告も1990年代にはないた

め,現在のところは集団感染に注意を怠らなければ本邦

で結膜炎の大流行につながる可能性は比較的低いのでは

ないかと考えられる.と はいうものの,多種類のAdllの

genome typeが出現し変異し続けており,ま た,東南ア

ジアでの流行時の Ad llの genome typeが判明してい

ないため,今後も流行に注意する必要があるだろう.

そして,今回の結果からgenome typeは 流行の疫学的

広がり,推移をみる上では有効な方法であることが確認

されたが,使用する制限酵素を多種類にすればそれだけ

多数の型が出現する可能性がある。また,異なる制限酵素

を使用した場合の型の比較が難しい場合があるので,今

後,制限酵素,型の分類に統一した見解が得られるように

なることが望ましいと思われる.

今回結膜炎を起こしたAd7と Ad llに ついては表 1

と2に示したように,何例かは詳細な臨床症状が判明し

ている。それを genome typeと 比較して検討すると,Ad

7がすべて同じgenome typeで あるのに,症状は同程度

ではなかった。一方,Ad llは異なる genome typeで あ

るのに,それによって症状が異なっているわけではな

かった。以上から,今回の結果では,結膜炎の臨床症状が,

genome typeの 違いにより特異的に差がみられること

はなかった。

今後,さ らにB亜群によるAd結膜炎の分子疫学的研

究をすすめるとともに,臨床像とのかかわりについても

検討していきたいと考えている。

稿を終えるに当たり,本研究に際しご指導,ご校閲を賜りま

した横浜市立大学眼科学講座大野重昭教授,な らびに青木眼

科医院院長青木功喜先生に深く感謝いたします。また,様々な

ご指導,ご援助を賜った横浜市立大学限科学講座伊藤典彦先

生,田中ケイ子先生,今井由実先生,内尾英一先生,池田明美氏

に厚く御礼申し上げます。さらに,快く検体をご提供いただき

ました各衛生研究所の諸先生方にも厚く御礼申し上げます。
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